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教育・保育の質的向上を図る
園評価を生かしたマネジメントについてⅡ



Naruto University of Education

Ⅰ．前回の振り返り



１．厳しい幼児教育界の現状と
課題を踏まえて

③．教科書のような主たる教材を用いない「環境を
通して行う教育」の難しさ克服

①．保育者の平均年齢が若く平均勤務年数が短い
問題克服 若年離職者が多い

②．幼稚園教育要領・認定こども園教育・保育要領・
保育所保育指針の実践と実践の質向上



組織って？

つまり、

目的達成のための集団だという点が骨格になります
が、それ以外のポイントは、役割分担がはっきりしてい
る個人や団体が構成メンバーであるということです。
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「ある目的を達成するために、分化した役
割を持つ個人や下位集団から構成される
集団」

２．成長し続ける組織のマネジメントとは



○自分の園に特有の使命を果たす。

「私は今置かれている園の目的を果たすた
めに存在する」という信念。

○仕事を通じて働く人たちを生かす。

「職員・保護者・小学校はじめその他の関
係者とよい関係をつくり成長し合う」姿勢。

○社会の問題について貢献する。

自らが社会に与える影響を考える。
5

園の組織マネージメントの役割



組織成立の３要件

本講義では、チェスター・バーナード（アメリカの経営学者）が提唱した組織
が成立するための３つの条件のことを指します。

「共通の目標」
行動を進めるにあたって、実現・達成をめざす水準

「コミュニケーション」

「協働の意欲」

後ほど、実際のケースを見ていただきます。
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Naruto University of Education

Ⅱ．本日のテーマ
教育・保育の質的向上を図る
園評価を生かしたマネジメントについてⅡ



１．有浦保育園さんの取組に学ぼう！

前年を評価・反省してバージョンアップしていく
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今後の見通し

・9月、それぞれの職務について前期の反省、評価をして後期につ

なげ、保育の質の向上を目指し園の組織も高めていけるようにし
ていく

・保護者、職員との良好なコミュニケーション作りについては、報
告・連絡・相談はもちろんのこと1つ1つ確認を怠らないことを再確
認していく (わかっているはずと思わない)

・園関係者評価委員会においても園内外での取り組みを積極的に
発信し、助言をいただきながら取り組みの改善につなげていく

関係者評価委員会は、文字通り園の関係者、応援団！
ともに全していく頼もしいパートナーです。



２．本荘中央こども園さんの取組に学ぼう！

「地域にひらかれた教育課程」を実践しようとしている
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評価項目とその尺度が明確



３．にこにここども園さんの取組に学ぼう！

保育を構造化してみんなで共有しやすくマネジメントできている
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４．鳴門教育大学附属幼稚園では・・



教育方針

本園は教育基本法、学校教育法及び国立学校設置
法にもとづいた幼稚園教育の実現及び附属幼稚園
としての使命を達成すること

幼稚園設置の目的
「目的」は、「目標」に比べ抽象的で長期にわたる
目あてであり、内容に重点を置いて使っています。



教育目標

本園は学校教育法第７７条および第７８条に示されている幼稚園
教育の目的・目標の達成を期待して、次のような目標を掲げている

１．自主・自立・創造・感謝の精神の芽生えを培うこと

２．健康でたくましい心身をはぐくむこと

３．それぞれのよさや違いを認め合う感性を養うこと

４．身近な環境に対する興味や大切にしようとする心
情を養うこと

５．喜んで話したり聞いたりする態度や言葉に対する
感覚を養うこと

６．創作的表現に対する興味を育てること



附属幼稚園の使命

１．研究幼稚園としての使命

２．実習幼稚園としての使命

３．奉仕幼稚園としての使命



保育の基本姿勢

人の生涯の基盤となりうる「人間性」を養う保育を目ざしている

１．真に子どもたちのための保育を創造すること

２．豊かな環境作りを重要な任務とすること

３．子どもらしく遊ぶ生活を創造すること

４．子どもたちの可能性を信じて、一人一人に合
わせた指導をすること

５．子どもと共に子どもの自治を大切にした園生
活を営むこと





５．園組織のビジョンをつくろう！

「自分たちは何を創造したいのか？」→共有ビジョン
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その園の使命や教育目標、教育課程などは毎年たやすく変わるものではない・・・

しかし、全職員が参加して目標を持たなければモチベーションは上がらない・・

育てたい子どもの姿を明らかにする→育成課題

子どもや保護者・家庭の実態を共有→実践課題

参考図書「管理職のための学校経営R‐PDCA 内発的な改善力を高めるマネジメントサイ
クル」佐古秀一，2019年 明治図書出版。

１ｓｔ

２ｎｄ

３ｒｄ



不変的

よさ

課題・問題

活用・発揮領域 維持・向上領域

要サポート領域 開発・改善領域

可変的

子どもや保護者、家庭などの現状分析

（１）「私たちの内なる資源」シートとその分析



不変的

強み

弱み

活用・発揮領域 維持・向上領域

要サポート領域 開発・改善領域

各領域は何を意味するのか。

（２）「私たちの内なる資源」シートの分析

立脚基盤

人間的魅力

研
修
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

可変的
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幼稚園における学校評価については、平成14年4月に施行され

た幼稚園設置基準において、各幼稚園は、自己評価の実施とそ
の結果の公表に努めることとされた。

また、保護者等に対する情報提供について、積極的に行うことと
された。
さらに、平成19年6月に学校教育法、同年10月に学校教育法施

行規則の改正により、自己評価・学校関係者評価の実施・公表、
評価結果の設置者への報告に関する規定が新たに設けられた。

現場は仕事がいっぱい。ならば、これを活用しよう！

６．「学校評価」を使ったマネジメントの展開



めざす子ども像

たくましい子ども

しなやかな子ども

育ちあう子ども
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令和元年度重点目標

 鳴門教育大学・附属学校との連携をさらに密にし， 中期目
標・中期計画・本年度計画等の実現に努めな  がら，次の３点
から教育目標の具現化を図る。

  ①新幼稚園教育要領の趣旨を踏まえた幼稚園教育
 の具現化を図る。

  ②「遊誘財」研究の成果を生かし，実践の質的向上
を図る。

  ③大学，教育委員会との共同研究・研修を推進する。
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評価項目

①教育課程・指導
   ・幼稚園教育要領の内容に沿った幼児の発達に即 した指導の状況
   ・科学的思考を促す幼小接続の生活プラン（教育課程・指導計画）作成に関
する取り組み状況

  ②保健安全管理
   ・保健計画の作成・実施の状況，園の環境衛生の管理状況
   ・危機管理対策の見直しと強化
  ③組織運営
  ・園務分掌や主任制度が適切に機能するなど，園の明確な運営・責任体制
の整備の状況

  ④研究と研修
  ・幼児教育研究と園内外における研修の実施及び地域への貢献状況
  ・教育委員会並びに幼児教育関係者への研修支援等の状況
  ・地域住民への貢献
  ⑤教育環境整備
  ・設置者と連携した施設設備の安全・維持管理のための整備の状況
 ⑥教育実習
・専門性や実践力を養う教育実習の実施状況
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Ⅱ 評価項目ごとの自己評価

評価項目１ 教育課程・指導             
(1) 観点ごとの分析
観点１－１ 幼稚園教育要領の内容に沿った幼児の発達に即した指導の状況
【観点に係る状況】
幼稚園教育要領では，小学校教育との接続においてつながっていく資質・能力，

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を，小学校と子供の姿を共有する手掛か
りにしている。本園では,幼稚園教育要領に基づく指導内容・方法を明確にし，本

園の伝統や特性を生かした教育課程・指導計画である「生活プラン」を作成してい
る。
    「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の中の「思考力の芽生え」，「自然との

関わり・生命尊重」，「言葉による伝え合い」，「協同性」，「豊かな感性と表現」，「数
量・図形，文字等への関心・感覚」などは，中期目標（No.48）に掲げた一貫型教育

プランの「幼小連携の科学的思考力涵養のプログラム」でも重視している項目であ
る。
    今年度は幼稚園教育要領の趣旨を踏まえて見直した「幼小連携の科学的思考
力涵養のプログラム」を実践し,「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点か
らの評価を行った。



28

【分析結果と根拠理由】
「生活プラン」の月別指導計画シートを作成し，毎月これを活用した全体打ち合わせと指導の
評価を実施し，カリキュラムマネージメントを行うとともに，「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」の視点からの評価を行った。令和元年度附属幼稚園オープンスクール（来園者１７２
名・アンケート回答者７１名）のアンケート集計結果によると，本園の保育については１００％
の保護者及び関係者が「とてもよい」と評価している。「すべての教師が笑顔で子どもとともに
遊び学んでいる。子どもたちがいきいきしている。のびのびしている。表情がよい。子どもがや
りたいことをやりたいだけさせてあげている。子どもの自主性をとても感じた」などの記述から
は，主体性の伸張への高評価が得られている。
教師の援助と環境の構成については，「教師が一人一人をよく見ている。子どもの意思や考
えを尊重している。自由な中にもしっかりとした教育計画がある。先生が熱心。教師が子ども
たちとよく関わっている。全力でサポートしてくれている。子どもが自由に自分のしたいことが
できる。教師の環境づくりへの心配りを感じる。季節のものを取り入れて家ではなかなかでき
ない製作などができる。子どもの個性を生かしつつ他の幼児の個性に触発されるきっかけに
もあふれている。子どもがやりたいことをとことん追求して遊ぶことが出来る。自然も多く園で
とれたものでいろいろな作品を作って想像力をのばしている。自由がある中で，協同作業もあ
りとてもよい」などが評価されていた。集団活動・協調性・生活習慣形成についても「伸び伸び
と過ごしている時間とみんなで何かをするときのメリハリの様子が両方分かり安心した」と評
価された。
教育関係者によるアンケート集計結果においても，「１．幼稚園教育要領の内容に沿った幼児
の発達に即した指導について」は「大変よい」が８９．７％，「よい」が９％と高かった。「２．科学
的思考を促す指導計画の実践について」は，「大変よい」が ８０．８％，「よい」が１９．２％と
高かった。
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実施日 令和元年１１月３日（日）

対 象 オープンスクール参観者 １７２名 （アンケート回答者７２名）

内 容 １ 保育について ３段階評価及び自由記述

２ 環境整備について ３段階評価及び自由記述

３ その他感想・意見 自由記述

アンケート集計結果

○保育について

・とてもよい ７２名（ １００％）

・あまりよくない ０名（ ０％）

・どちらでもない ０名（ ０％）

・記入なし ０名（ ０％）

○環境整備について

・よく整っている ７０名（９７．２％）

・もっと整えて欲しい ０名（ ０％）

・どちらでもない １名（ １．４％）

・記入なし １名（ １．４％）

保育について自由記述の概要

【子どもたちの様子】

子どもが生き生き・のびのび・楽しく★

○子どもが自由にのびのびと活動していた。日頃の先生と子どもたちのかかわりあいが，

そうさせているのだと思う。

○子どもたちが笑顔で楽しんでいる姿を見ることが多く，遊びの中からいろいろ学んでい

るところがとても良いと思う。

○みんな楽しそうでとてもよいと思う。

○自由保育でよいと思う。

○子どもたちの笑顔が印象的だった。

○自由で，子どもたちに縛りがない。子どもたちが考えて動いて，手をさしのべるだけな

のが良い。

○子どもたちが自分のやりたいことをのびのび自由にしている。

○子どもたちの笑顔が輝いていた （毎日休みたくないと登園するのがわかる ）。 。

○子どもたち主体であり，何よりも子どもたちが生き生きとしている。

， ，○一人ひとりにあった楽しいことや 先生と子どもたちが一緒に活動することが沢山あり

良いと思った。

○子どもがみんなよく笑っている。

○子どもたちが自由に，好きな遊びに熱中できている。

○どの子ものびのびとやりたいことができている。自由な中にも安全や約束事を守りなが
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令和元年度 鳴門教育大学附属幼稚園 幼稚園評価アンケート

令和２年１月１８日記入組 保護者氏名

（差し支えなければ氏名をお書きください）

このアンケートは、本園の教育活動をより充実したものにするため、保護者の皆様のご意見を

お伺いするものです。子どもたちのよりよい育ちのためには、幼稚園と家庭が連携協力していく

ことが基本です。本園の運営や教育研究活動について、日頃感じていることを率直に回答いただ

きたいと思います。回答の仕方は、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの選択肢から該当すると思われるものに○印

を付けてください。

なお、本アンケートは、後日集計し、回答をいただいた全員に結果をご報告します。また、本

園学校評議員会や学校関係者評価委員会並びに鳴門教育大学附属学校運営委員会に報告し、学校

評価の資料とします。

［ ］Ａ;そう思う Ｂ;だいたいそう思う Ｃ;あまり思わない Ｄ;そう思わない

Ⅰ 園の管理運営について

①園内の環境整備を十分に行っていると思われましたか。 …………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

②園内の施設・設備の安全対策や衛生管理を十分に行っていると思われました

か。…………………………………………………………………………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

③保育料（大学に納入する授業料）は、妥当な範囲でしたか。………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

④諸経費（教材保育費・間食費・保育用品代等）は、妥当な範囲でしたか。… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑤みどり会費は、妥当な範囲でしたか。…………………………………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑥教育方針や活動内容を説明するために園が設けた機会（降園時・絵本貸出時

学年懇談会・教育講演会・入園説明会等）は、十分だったと思われますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑦園は、保護者の保育参観や保育参加の機会をよく設けていましたか。……… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑧園が保護者に出す通知やほけんだよりなどはわかりやすかったですか。…… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑨園は、保護者が相談したいときに話しやすい雰囲気になっていましたか。… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑩園では、お子様に関するプライバシーが守られていると感じましたか。…… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑪園では、外部からの不審者の侵入や地震・火事などに対して安全対策を十分

にしていると感じましたか。 …………………………………………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑫幼稚園と小学校の連携教育の成果があがっていると感じましたか。………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑬園で、大学との連携による研究成果が、教育実践に生かされていましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑭保護者も子育てについて学び、共に育ちあう雰囲気ができていましたか。… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ⅱ 教育活動について

①園の教育日数や保育時間は適切でしたか。……………………………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

②園生活は、お子様の生活リズムに合っていましたか。………………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

③園は、年齢や季節にあった行事を設定していましたか。……………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

④お子様は幼稚園に行くことを喜んでいましたか。……………………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑤お子様の園での様子を参観や懇談などで知ることができましたか。………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑥教育相談では、お子様の成長や子育ての悩みについて話し合えましたか。… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑦お子様の基本的な生活習慣自立のための援助は適切でしたか。……………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑧園で、お子様は元気で活発に運動し、身体機能が発達しましたか。………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑨園で、お子様は葛藤や衝突の体験を通して、人とのかかわり方や社会のルー

ルの学びが得られましたか。……………………………………………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑩園で お子様は友達と協力したり工夫したりして遊びを楽しんでいましたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ、 。

⑪園で、お子様は豊かな自然体験や直接体験ができていましたか。 ………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑫園で お子様は遊びを通して知的好奇心や考える学びが得られていましたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ、 。

⑬園で お子様は人の話をよく聞き 自分なりの言葉で表現できていましたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ、 、 。

⑭園で、お子様は創造的な表現活動ができていましたか。 …………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑮園で、お子様は様々な体験を通してイメージを豊かにできましたか。……… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑯園は、一人一人の発達や心情を尊重した保育ができていましたか。 ……… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑰教職員は、互いによく協力し合っていると感じましたか。…………………… Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑱進級進学に必要な心情・意欲・態度がお子様に育ってきていると思いますか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ。

Ⅲ その他 自由記述

○これまでのⅠ－①～⑭ 、Ⅱ－①～⑱ の３２項目について、特記すべき事項がありましたら、
自由に記述してください。
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○大学にどのような要望をおもちですか。

○教育実習生のお子様へのかかわりで気付いたことをあげてください。

○本園の良いところや課題・改善してほしいこと・伝えておきたいこと等をお書きください。

＜良いところ＞

＜課題・改善してほしいこと＞

＜伝えておきたいこと＞

○みどり会の組織や事業に関する意見、各活動に参加しての学びや感想等をお書きください。

ﾍﾟｱﾚﾝﾂｾﾐﾅｰ（教育講演会 ・広報・自主研修活動（手作り・絵本・おやつのへやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、やさしいｱ）

ｰﾄ、ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞ、音楽とともだち、おっかけっこ、かくれんぼ）駐車場他、夏期保育等への意見もお

聞かせ下さい。
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６．目標管理シートの作成
様式Ⅱ－３

令和３年度 目 標 管 理 シ ー ト

主幹教諭・指導教諭・教諭用 当初申告 令和３年 ５月 ６日 最終申告 年 月 日

ふりがな

生年月日 年齢 29歳 学校名 鳴門教育大学附属幼稚園 職名 教諭
氏 名

教科指導 5歳児
週担当

教科外指導 校務分掌
（学年） 授業時数

学 校 目 標
①幼稚園教育要領の趣旨を踏まえた幼稚園教育の具現化を図る。②「遊誘財」研究の成果を生かし、実践の質的向上と専門家養成を図る。③大学・教育委員会との共同研究・研修を推進する。

（今年度の重点目標）

評価項目
当 初 申 告 目標の修正・ 最 終 申 告

今年度の目標（課題） 方 策 追加・変更等 成果・反省 評価 次年度への課題

学
習
指
導

○毎日の保育を振り返り、記録しよりよい手立てを
考えていく。

他の幼児の視点も先生方に頂きながら、幼児の成長を考えてい
く。また、よりよい手立てができるように、教材研究をする。

○５歳児の発達の課題にあった環境の構成個々に
行う。

5歳児の発達を理解し、課題や成長につなげていくプロセスを読
み取り環境構成や援助を考えていく。

○教育課程を立てる際に自学級と園全体との相互
性の視点も取り入れて構成していく。

自分の学級だけでなく、園で幼児が生活していくことを踏まえ園
全体での活動ができるような場や幼児への関わりを考えていく。

児
童
生
徒
指
導
等

○幼児一人一人の状態や発達を踏まえ援助しなが
らも、集団と個の成長も大事に関わっていく。

幼児の記録と指導計画・保育の省察とをマネジメントしていく。

○幼児が様々な事に興味関心をもち、探求していき
たくなるような環境を構成していく。

もの、こと、ひととの関わりがより深まるようにそれぞれの思いや、
考えを出し合い遊んでいけるように援助する。そのために、まず
はそのものの魅力を保育者自身が語れるように教材研究をする。

〇幼児の感じていることや思っていること等を出せる
ように、保育者も一緒に考えたり話したりしていく。

幼児の思いを保育者だけで留めずに、幼児と一緒にその場で話
あっていくようにする。幼児と共に考え答えを出していくようにす
る。

学
級
経
営
・学
校
運

営
・校
務
の
処
理
・

そ
の
他

○保護者と連携しながら、幼児の成長を考えていく。
保護者の方が困っていること、聞きたいことをもっと
端的にわかりやすく伝えていく。

幼児の様子だけでなく保育者の考えや思いも伝えていくようにす
る。（気になったことや感じたことをすぐに伝え、保護者に理解し
てもらえるようにする）

研
修

今年度の目標・計画 今年度の成果及び今後の課題

特記
事項

5歳児の発達を理解し個々に合った援助ができるようにする。また、学級だけで
なく、園全体を取り入れて自分たちで考えたり、試したりすることができるような
環境構成や援助を心がける。（今年度は、教材研究を丁寧にする。そうする中
で、幼児の学びが深くなるような個々にあった援助ができるようにしたい。）
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様式Ⅱ－１

令和3年度 目 標 管 理 シ ー ト

校長用 当初申告 令和3年4月12日 最終申告 令和4年  3月  15日

ふりがな ささき あきら

生年月日 昭和３９年 ６月 ２４日 年齢 ５6歳 学校名 鳴門教育大学附属幼稚園 職名 園長
氏 名 佐々木 晃

学 校 目 標
①幼稚園教育要領の趣旨を踏まえた幼稚園教育の具現化を図る。②「遊誘財」研究の成果を生かし、実践の質向上と専門家育成を図る。③大学・教育委員会との共同研究・研修体制を確立する。

（今年度の重点目標）

評価項
目

目標の修正・ 最 終 申 告

今年度の目標（課題） 方 策 追加・変更等 成果・反省 評価 次年度への課題

学
校
経
営

○学校目標の設定及びその達成 ３つの重点目標の設定と学期毎の評価の実施。
各担任が幼稚園教育要領の理解を深めて実践が深まりつつある。遊誘財研究も幼児教
育コースの先生達との共同研究で、より汎用できる実践例を提案できてきた。

Ａ

Ａ○勤務体制の整備と円滑な組織運営 研究発表会の隔年実施の検討と業務の合理化の工夫。
今年度も新型コロナウイルス感染症対策でリモートでの研究発表となった
が、ＩＣＴを活用して合理的喝効果的な発表ができた。約１２００人が視聴。

Ａ

○保護者・地域との連携（学校経営目標の理解促進
等）

教育講演会、参観日、学級・学年懇談の講話の年間計
画作成と内容の構造化。

オンデマンドでの講演会や講話を計画的に発信することができた。 Ｂ

教
育
活
動

○幼小接続の科学的思考力涵養プログラムを中心と
した教育課程の編成・実施

月別指導計画の検討会と反省会の実施。
成果の一端を徳島県教育委員会が主催する令和３年度あわ（ＯＵＲ）教育
発表会で発表した。約４４０名の視聴は幼小中高で最高。

Ａ

Ｂ○幼児理解の推進 担任による定期的な保護者との教育相談の実施。
幼児理解を進めるために発達支援センターや生徒指導の池田教授の指
導を得て、難しい案件にあたった。

Ｂ

○学校の施設・設備の管理，会計の管理
月ごとの園内安全点検の実施と各期毎の会計簿の
チェック。

月ごとの園内安全点検の実施と各期毎の会計簿のチェックを行った。 Ｂ

人
事
管
理

○人事配置 個々の能力と適性を考慮した園務分掌の作成。
勝浦副園長のリーダーシップの元、個々の能力と適性を考慮した園務分
掌と支援を行った。

Ａ

Ａ
○服務監督 定期的な個人面談等の実施。

目標管理シートの作成時、秋休みにおける中間ヒヤリング、年度末の最終
ヒヤリングを行った。

Ａ

○人材育成・人事評価
主任・副主任制の実施による責任感と専門的スキルの
育成。

勝浦副園長のリーダーシップの元、各部門の主任や副主任が計画的かつ
責任をもった仕事ができるようになった。

Ａ

研
修

今年度の目標・計画 今年度の成果及び今後の課題
特記
事項

今年度限りで園長は退任するが、勝浦新園長のマネージメント力やリーダーシップに大いに
期待している。この１年一緒に勤務できて引き継ぎもできて有意義であった。県教育委員会主催の研修会を共同で企画・運営する。

今後は本園の同僚性やキャリアステージ研修の成果をもって幼児教育センターを開
設することが課題である。
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研修お疲れ様です
ご清聴ありがとうございました
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